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　　例　実　　の　究　研

室要究概研究部研各の

〃

東京大学生産技術研究所
麻布庁舎配置図

東京大学生産技術研究所
千葉実験所配置図
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口
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劃
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③1②

（削　除）

直流電源

㊤
　　　（写真版位置訂正）

Q39年4月
同　上

38年度まで

強調

そういうこと

テーマ

学問

問題と

まだ

を持った低重合体が

の末端電子密度bS

開始反応：

（1）式を開始反応の下側にする

α，α，α一トリクロルーω一チオ

複雑

1）～3）

1968

6．超高周波超音波に関する研究11’12）
18）

4．　ロールフォーミング

（研究員　杉本隆尚）

昭和29年～36年は富成裏助手

大形流体継手の

耐震の面から調査検討を開始

モー一ダル・アナリシス

他方面における研究は

1）　……に関する研究1’“3）

地震加速度の振動数成分

（1966）

高電圧工学

塵埃

この方向の研究として

ディジタルシステムにおける

波変調1）

（脱落）

（脱落）

GH，帯超音波

～10－iO　Tovr

l　！　l　l

a）

ローロ…□

口

⑦　⑰

（写真版数字脱落）

1962年3月，
覆っている．

直流電解

・⑯1

第14次操業の……顔を

40年4月以降は……

同　上

39年度まで

強張

そのいうこと

テ1マ
学肉

問題を

また

を持った低量重合体が

の未端電子密度が

開始反応曹’

乾乾α一トリクロールーω一チオ

覆雑

a）～c）

1960

6．超高周波超音波に関する研究1°）－
12）18）

4．　ロールフォーシング

（研究員　杉本隆就）

昭和34年～36年は富成裏助手

大形流体の継手の

耐震の面からの調査検討を開始

モーダル・アラリシス

他方面における，研究は

1）……に関する研究1’v2）

地震効率の振動成分

）1966）

高電在工学

塵挨

この方問の研究として

ディジタルシュラムにおける

波変調（1）
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行なった2》．

究した3）．

究した4）．

にした5）．

（東京電カ……

にした6）．

レーザCT7｝　　　　　　、

……d子ビーム雑音の……

S．Saito，…　…S．　Shiraishi

還元剤

（昭和38年度～）

Tic

の構造，溶媒効果など

D．Swern，

れる顔料容積濃度，

71，918（1968）他2報

歴史的

プロセス・コントロール

粉炭吹き込み試験

Antisymmetrical

Cylindrical　　　　　　　　　　　　　　　　　I

奨励賞

吊橋の耐震性

振動台を用いて強制振動

影響は複雑である

力学的性質

加熱溶接継手

田治見　宏

物理化学，界面化学，油脂化学

…… ｧ過膜法，

ポーラログラフィーt

と各種堅ロウ度，

リビングポリマー生成

教授　浅原照三，

リアクター中の流動およびセパレー一・、タ

ーの

（テロマー）

研究した．

検討した

…… C原料油から

の電解二量化反応

ポリマーを合成し，

モノマーから

ができる．鋼板を陰極とし，

…… |板上に

…… ﾉ成功した．

助教授　早野茂夫・教授，浅原照三

遊離基が重合成応を

阿弥陀

建築史学史　　　　　　　　　　　1

建築教育・職能

としてのω一アミノカルボン

超高圧大電力

鉄筋コンクリート
　　　　　　　　　　　　　　’、

アクリロニトリルの’

柴田　碧　　　　　　　　　　’、

行なった．（2）

究した．（3）

究した・（4）、

にした．（5）

（東力電カ……

にした．（6）

レーザCT（7）

…… d子ビーム雑面の……

……
@　1…乙・・S．Shiraishe

還元済
（昭和38年度～）

Tic
の構造．溶媒効果など

D．Sween，

れる．顔料容積濃度，

71，918（1968）他1報

歴奪的

プロセス・コストロール

粉炭吹きがみ試験　　　　　　唱

Anti6ymmtrical

Cyjindrical

’奨励費

吊橋の耐震害

振動台を用いて張度振動　　　1

影響に複雑である、

力学的性賀

加熱溶接接手　　　　l　　　l

田治　見宏　　　　　」

物理化学．界面化学．油脂化学　，

・…謫ｧ膜過法，

ポーラログラフィ・

と各種堅ろう度，

撫雛7生成：
リアクタ中の流動およびセパレータの

（テロマ）

研究している．

検討している

…… C原料から

の電解量化反応

ポリマを合成し，　　　　　’

モノマから

ができる，銅板を陰極とし，　、

…… ｺ板上に

…… ﾉ成巧した．

助教授　早野茂夫・浅原照三

遊離基が重反応を・

陣弥陀　　　　　　’i

灘築史学史

建築教育職能、

としてのW一アミノカルボン　　ー．

超高圧電力

鉄骨コンクリート　　　　　1

アクーリロニトリルの

大島康次郎　　　　　　　　1



193　　　左　　　　　　上　　3　　　　　　　　　　　教育活動
　　　　　　　　　　　　　（表）

195

〃

　1

〃

〃

197

〃

198

〃

199

〃

〃

200

〃

201

203

204

〃

〃

〃

〃

205

〃

〃

〃

206

208

209

214

2i5

ノノ

〃

〃

216

〃

〃

217

右

右

右左左左

右

左左左左左右

右右

右右右左

上　15

下　13

下　32

下　25

上　26

下　19

下　17

下　15

下　13

下　10

上　26

上　26

上　10

下　21

上　24

上　i3

12

Q6
X1119後

上上下上下最

上　14

〃

〃

〃

〃

〃

図

〃構

機

研究所の所員表

〃

費2経図所要究概研の

譜年

大島康次郎

1441賀屋和昭1電気工学1修1インバー
タによって駆動された誘導電動機の特
性に関する研究1沢井善三郎

共重合性

ホログラ」イ

文部省内地研究員

シクロプロパン誘導体

池辺助教授

山本教授

山辺助教授

星埜教授

石原助教授

1391大川明治1沢井教at　1光電変換によ
るカラーコントロールその原理と応用
1川越工業高校教諭

1391稲葉正太郎1平尾教授1自動車の性
能と人間の動特性i市川工業高校教諭

構造用軽量器機コンクリート

竹中教授，大島助教授

IR利用による鉄鋼表面

陶山安三，高級オレフィンの反応に関
する研究

1加藤良三1東亜燃料工業（株）機器分
析を利用した有機合成反応機構の研究
賎原教授

アデカ・アーガス化学（株）

泰楽誠一　（株）日立製作所

アデカ・アーガス化学（株）

　　　〃
東京ラジェータ製造（株）

（田中　尚記）

（昭和44年4月1日現在）

（削除）

併任教授　森

玉木章夫

講師　鈴木敬愛

松永正久

中村亦夫

西川精一

原善四郎

非鉄金属製錬工学

高橋武雄

・一一一・ ﾈ学研究費

・　　　・受託研究費

・一・一・ ｧ学寄附金

→円（単位千万円）

一層の充実

バレル研摩法

43．10．1　丸安教授

37．4．1高橋（武）教授

42．6．1　江上教授

42．10．1星埜教授

（全長1，340mm）

31　1956

常務委員会規程改訂実施

（構造力学の諸問題）

大吉郎（39．6．1）

　　　（40．4．1）

　材村力学　44．　　4．1

34．11．10

39．6．1

34．1．1

34．4．1

〃

（脱落）

共重合成

ポログラフィ

文部省内地留学生

ミルロプロパン誘導体

池辺助

山本寛〃

山辺助〃

星埜和〃

石原〃

（脱落）

（脱落）

構造用軽量骨材コンクリート

竹中，大島助教授E

IR利用により鉄工表面

陶山安三，〃

（脱落）

アデカ，アーガス化学（株）

泰楽誠一　日立製作所（株）

アデカ，アーガス化学（株）

　　　〃
東京ラジェー一タ構造（株）

（脱落）

（昭和44年度）

併任教授　熊谷寛夫　応用電子工学
（26．4．1）

　〃　森　大吉郎（40．4．1）

玉木章夫　　　　　（　〃　）

松永正久

中村亦夫

西川精一

原善四郎

非鉄金属材料学

高字武雄

●一　　■　一●

●　　　　　　　　　　　　■

35．2．1

39．5．1

34．4．1

　〃

　　　　　科学研究費

　　　　　受託研究費

　　　　　奨学寄附金

→円（単位億円）

一属の充実

バレル研摩法

43．12．1丸安教授

37．4．1福田（武）教授

42．6．1菊池教授
42．10．　1　　星野教授

（全長1，　340　cm）

31　1951

常務委員会規程実施

（構造力学諸問題）
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編集後記

（生研の超高層観測機器学部門がこれ
に移った）

宇宙航究研究所に生研の超高層電子工
学部門が移った，

6－26～28第6回生研講習会（テー
　　　　マ，耐震・防振の考え方）
　　　　開催．

記した研究室

（生研のロケット部門がこれに移った）

宇宙航空研究所にロケット研究部門が
移った．

（脱落）

託した研究室
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カセイソーダ水溶液30　mlを交互に滴下した．滴下終

了後炉過，水洗乾燥し，黄色固体をベンゼン100mZ

と煮沸熱炉過する．炉液より溶媒を留去し，m．　p．147～

ユ50°の淡黄色針状結晶を得た．収量614mg．これはIV

のC1基のないものの場合1）と同様に減圧下80℃で乾燥

しても固体は1／4分子の溶媒を吸着しているものと思わ

れる．窒素分析値10．54％（Ci3HgON2Clに対する計算

値11．45％，C13HgON2C11／4　C6H6に対する計算値
ユ0．60％）

　4．　2，9一ジクロルー1，10一プェナントロリン（VII）

　W590　mg（0．024　mol）および五塩化リン700　mg

〈0．034mo1）をオキシ塩化リン259（0．163　mo1）に加

え，油浴で加熱，8時間還流した．減圧蒸留によりオキ

シ塩化リンを留去し，残部に40gの氷水を加えアンモ

ニア水でアルカリ性とし，白色固体を析出させた，m．p，

246～250℃．収量，537mg（83％），窒素分析値10．44

％（理論値10．45％）

　5．2一メチルー1，10一プェナントロリン（IX）

　o一ニトロアニリンより常法5）により］Xを得た，黄色粘

性液体でb．P．185°（2　mmHg）であった．これは文献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究　　速

値5）と一致する，

　6．2一メチルー1，10一フェナントロリンメチオダイド（X）

報

　2と同様の操作により86．8％の収率でXを得た．窒素

分析値8．15％（理論値8．33％）

　7．　12一ジヒドロー1，9一ジメチルー2一オキソー1，10一フェナントロ

リン（XI）

　3と同様の操作によりMを得た．m．　p．72～77°，ベン

ゼンより再結晶した固体はV皿と同じく1／4分子のベンゼ

ンを吸着していると思われる．窒素分析値11．46％（C14・

H120N2に対する計算値12。49％，　C14H・20N2・1／4　C6H，

に対する計算値11．49％）

　8．2一クロルー9一メチルー1・，10一フェナントロリン（XII）

　4と同様の操作により83％の収率で靱を得た．m．　P．

199～203°，窒素分析値12．05％（理論値12．25％）塩素分

析値15．83％（理論量値15．51％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1969年4月30日受理）

文献　1）B．E．　Halcrow　et　al．，　J．　Chem。　Soc．，1946，155．

　　2）W．C．　Sykes，　ibid．，1956，3087．

　　3）大有機化学，別巻2，597．
　　4）Decker　et　al．，　Ber，，38，2773（1905）。

　　5）H．Irving　et　a1．，　J．　Chem．　Soc．，1953，3417．

p．43よりつづく

表2過安息香酸の四塩化炭素溶液にほぼ等モルのスチレ
　　　ンを加えた直後のスペクトルのシフト

C6H5CO3H lC・H・C・・H・咄・H・CH・

IR

6％

NMR
20％

ン◎Hcm岡1

　3265

ンCO　CM－1

　1732

δ値ppm
11．58

VOH　cm－1

　3260

ンco　cm噌1

　1728

δ値ppm
11．70

は高磁場へのシフトを，また温度の上昇も高磁場へのシ

フトを招くので，スチレンの添加により低磁場ヘシフト

することは，過酸水素の陽性が増加したためとしてよい

と考えられる，

　以上の結果は，エポキシ化反応中間体として1のよう

なπ複合体の生成を支持するものと思われる．すなわち

酸素原子を持つ溶媒中では過酸と溶媒分子との分子間水

素結合の形成により，分子内水素結合の生成は弱められ，

そのため∠mは大きくなり，遷移状態での無秩序性が

増大して∠酔も大きくなる．酸素をもたない溶媒の効

果については，スペクトルと速度定数の結果からは明確

な結論が得られなかった．またα一メチルスチレンー過安

息香酸系での溶媒効果についての結果は5），本実験結果

とよく一致するのでオレフィンによる差異は少なく，溶

媒の種類がエポキン化反応の速度に大きく影響を与える

ものと結論することができる．　　（1969年4月25日受理）

文献　1）Purnmerer　and　Reindel，　Ber．，66，335（1933）．

　　2）浅原照三，雑賀大式，高橋正利，生産研究，19，263
　　　　（1967）．

　　　3）G．Braun，　Org．　Syntheses，　Col．　Voll，1．，431（1956）．

　　4）Bartlett，　Record　Chem．　Progr．，11，51（1950），

　　5）武上善信，西脇明，日化，85，708（1964）．
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研究解説

観測するとき，tte≧Uf／Mのとき

の（li　V／　V），は次のようなものである．

　　（dVIγ）s＝1（d　V／y）τ一（d　VIγ）。1（3）

ここに（dV／V）τは応力を加えた……

them
　　　　2ζゴソゴ3＋ツゴe
∬2ノ（s）＝　　　　　　　　　　　　　（12）
　　　s2＋2ζ，Vis十ンゴ2

0perat三ng　Characteristic　of……

李孝雄

研究解設

観測するとき，Ue≧N／／Mのとき

の（dVIV）。は次のようなものである．

　　（dVly）s・＝1（∠v／γ）τ一（dV／γ）・｝

は応力を加えた……　　　　　t

then

　　　　2ζvゴs＋ン，2　，
璃ゴ（s）＝

　　　32＋2ζμ，ε＋y／2

0perating　Characterics　of……

季　孝雄

ここに（dV／のT

（3）

（12）

49


